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生化学検査

115

生
化
学
検
査

●生理機能検査(肝)

血　清
(各)1

T1
冷蔵
遮光

消失率(K)
0.168〜0.206
停滞率(Ｒ̄15)	
10以下	 %

２ 15034130
(8A010)

Ｉ Ｃ Ｇ 試 験 比 色 法

前

5分

血　清
(各)1

T1
冷蔵
遮光

停滞率(Ｒ̄15)
10以下	 %

２ 10034125
(8A010)

ＩＣＧ試験停滞率 比 色 法
前

15分

10分

15分

ジアグノグリーン25㎎を注射用蒸留水5mLに溶かし(用時調製)体重10kgにつき１mL割合に静注する。
(調製直後に使用)
採血：消失率〔注射前〕〔注射後5分〕〔10分〕〔15分〕の4回採血。
　　　停滞率〔注射前〕〔注射後15分〕の2回採血。
　〔注意〕
　　(１)　早朝空腹時に行ない、注射後の採血終了まで安静仰臥させる。採血は注射側と反対側の肘静脈から各3mLずつ採血し、
　　　　　血清を分離する。
　　(２)　血清分離の際、赤血球が混じると誤差を生じる。
　　(３)　心不全の症状のある場合は正確なデータにならないため実施しない。
　　(４)　ICGは光線に比較的不安定で、退色しやすいので遮光しておく。

●生理機能検査(腎)

〔注意〕
(１)　試験前日から利尿剤の使用を禁ずる。
(２)　タンパク制限食は尿素不足により濃縮能の低下をきたすため、試験前数日間はタンパク摂取を十分に行う。
(３)　寒冷によりADHが低下するので、被検者の保温に注意する。
(４)　喫煙は利尿を抑制する為、当日は禁煙する。
(５)　腎不全患者ではその悪化を、ネフローゼ症候群では血栓症の誘発をきたすことがあるのでこの検査はさける。
　　　尿崩症が強く疑われる場合も禁忌である。

血　清
0.5
尿
2

T1
・

S24
冷蔵 酵 素 法

95.0〜289.0L/day
24時間法によるccr(mL/min)
66.0〜200.0mL/min

１

１．一定時刻に完全排尿
させる。

２．以後の尿を翌日同時刻
までトルエン1〜2mL
を入れた容器に蓄尿。

３．蓄尿は尿量を測定し、
よく混合した一部を
提出。

４．採血は早朝空腹時に
行う。

５．身長・体重を記録する。

33915
(8A025)

24時間内因性
クレアチニンクリアランス

尿
(各)5

S24 冷蔵 比 重 計 法
３回採尿中、
必ず１つは
比重が1.025以上

２ 100

１．試験前日午後6時まで
に乾燥食をとらせ、以
後試験終了まで飲食
を禁ずる。

２．就寝前排尿し、夜間に
排尿したものは捨て
る。

３．翌朝起床時(6:00)に
第1回採尿。

４．被検者は、臥床のまま
とし、1時間後第2回
採尿。

５．その後は起床、臥床任
意とし、更に1時間後
第3回採尿。

34135
(8A080)

フィッシュバーグ
濃　縮　試　験

第  1  回

第  2  回

第  3  回

　


